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S09c 高銀緯未同定ガンマ線天体の電波観測
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早大那須観測所において、赤緯 33度付近の定期的な観測を始めた。観測周波数は 1.4GHz帯で、基線長 84m

の 2素子フリンジ観測を行っている。この赤緯では 3C48をはじめとして約 300mJy以上の電波源が複数観測さ
れているが、現在銀河面から離れている 3rdEGRETの未同定天体の 1つである 3EG J0459+3352のエラーボッ
クスの領域を中心に解析を行っている。今回は、3C48を基準天体として、昨年 12月から今年 1月にかけて観測
したデータについてその付近の電波源の変動を調べた。このエラーボックス内で、変動電波源としての上限値で
ある約 300mJyを超えるバーストは今のところ検出されていないが、観測を継続中である。


